




















また，相手の言うことが聞き取れなかったとき I beg 





did you say? や Would you say that again? という表現を
使うことがある。これらは「you（あなたは）what（何を）
say（言ったのですか）」や「that（それを）again（もう一度）
say（言って）would you ～ ?（くれませんか）」などと
訳されるが，英語を母語とする者はこれらと I beg your 
pardon?/ Pardon?/ Pardon me?/ Excuse me?/ Sorry? を
どのように使い分けているのだろうか。







10 の観点から Excuse me./ I’m sorry./ Sorry. が使われる
具体的な状況の違いを比較する。
本 稿 の 第 3 章 で は I beg your pardon?/ Pardon?/ 
Pardon me?/ Excuse me?/ Sorry? の 基 本 的 な ニ ュ ア
ンスの違いを検証する。また，具体的な例を見ながら I 
beg your pardon?/ Pardon?/ Pardon me?/ Excuse me?/ 
Sorry? と What did you say?/ Would you say that again?
との意味の違いやそれぞれが使われる状況の違いを比較す
る。










I’m sorry. は正式な表現であり，Sorry. は I’m sorry. の























に “Excuse me , is anyone sitting here?”（すみませんが，
ここにどなたか座っていますか）などと尋ねることがある。
一般に，このような状況では［他人への呼びかけ］として
Excuse me. が使われ，I’m sorry. や Sorry が使われるこ
とはない。
［ex.1］（1）で A は通りすがりの他人である B に “Excuse 
me.” と 声 を か け て い る。［ex.1］（2） で B が “Yes.” と
返事をした後で A は “I wonder if you know there is a 




この Excuse me. は「すみません」という謝罪の気持ち
を表すだけでなく，その後に伝えられる質問や要求などの
前置きの役割も果たしている。つまり，［他人への呼びかけ］
として Excuse me. を使えば，聞き手は話し手から質問や
［ex.1］ A と B の街中での会話。A と B は見知らぬ他人
同士。A が通りを歩いていた B を呼び止めて，
近くにコンビニエンスストアがあるかどうか尋
ねている。




A：⑶  “I wonder if you know there is a convenience 
store around here.”
 「近くにコンビニはありませんかね」
B： ⑷  “Well... Do you see those traffic lights over 
there? Turn right there and you can see a bus 







このように Excuse me. は［ex.1］（1）のような状況で［他
人への呼びかけ］として使われることがあるが，同じ状況









［ex.2］（1）で Patty が Tony に “Sorry, Tony.” と声をか
けて “May I ask you about this question, please?”（この
問題について尋ねてもいいかな）という要求を伝えている。
この［ex.2］（1）のように［親しい人への呼びかけ］とし




る場合には正式な I’m sorry. よりも気軽な Sorry. が多く
使われる。ただし，何度も声をかけて繰り返し相手の邪魔
をしてしまうときなどには，より深い謝罪の気持ちを込め
て I’m sorry. と声をかけることもある。
例外的と言えるが，［親しい人への呼びかけ］として
Excuse me. が使われることもある。例えば，［ex.2］（1）
で Patty が Tony に “Excuse me , Tony. May I ask you 
about this question, please?” と言うことも考えられる。こ





その相手に Excuse me. と声をかけることがある。この
［ex.2］ 高校の図書館で勉強している Patty と Tony の
会話。Patty と Tony は同じ高校の級友同士。勉
強に集中している Tony に Patty が声をかけて
いる。











てはならないとき，相手に Excuse me. と声をかけること
がある。また，相手と話をしている途中で相手と対立す
る意見を言おうとするとき，その相手に Excuse me. と言


















［ex.3］ A と B が話している途中で A の携帯電話が鳴り
出したところ。A は携帯電話に出るために部屋
から立ち去ろうとしている。










これらの Excuse me. は，負担や迷惑となる行為をした後
［ex.4］ A と B が同じ部屋にいて A がくしゃみをしたと
きの会話。
A：⑴  “Atishoo. Excuse me .”
 「はくしょん。すみません」







Excuse me. の代わりに I’m sorry. や Sorry. が使われるこ




罪］を I’m sorry. で表せば，Excuse me. にない内面的な
心情が表れて感情的でやわらかな響きが込められる。また，
［礼儀としての事前の謝罪］や［礼儀としての事後の謝罪］
を略式の Sorry. で表せば I’m sorry. よりもさらにやわら
かく気軽な響きが込められる。なお，［礼儀としての事前














［ex.5］（1）で John は Tom に I’m sorry. を使って “I’m 
sorry . I’m so late, Tom.” のように言うことも考えられる。





［ex.5］ John と Tom は親しい友人同士。John が待ち合
せていた場所に遅れてやって来たところ。先に
来て待っていた Tom に John がわびている。
John：⑴  “Sorry . I’m so late, Tom.”
 「ごめん。だいぶ遅れちゃった，トム」
Tom：⑵  “That’s OK, John.”
 「大丈夫だよ，ジョン」












の謝罪］や［礼儀としての事後の謝罪］は Excuse me. で
表されることが多いが，［ex.5］（1）のように［個人的過
失に関する軽い謝罪］は I’m sorry. や Sorry. で表される




［ex.5］は親しい関係にある John と Tom の会話であり，
［ex.5］（1）の Sorry. には親しい友人である John に対す
る親しみが込められている。したがって，［ex.5］（1）で
John が Sorry. の代わりに Excuse me. を使って “Excuse 
me for being late.” と言うことは考えにくい。もし［ex.5］
（1）のような状況で個人的過失について謝罪するときに礼










高校生：⑴  “Excuse me for being late, sir.”
 「遅れてすみません，先生」
教師： ⑵  “And would you tell me why you are so 
late?”
 「それで，遅れた理由を教えてくれますか」
高校生： ⑶  “Well, sir, I got up late and missed my 
bus.”
 「あのう，先生，寝坊してバスに乗り遅れました」
［ex.5］（1）で生徒は教師に “Excuse me for being late, 
sir.” と言っている。これは授業に遅刻したことに関する謝
罪のことばである。この Excuse me. は自分の過ちに対す
る責任を全面的に認めて深く謝罪している点で［深い謝罪］
となる。





［ex.5］（1）では生徒が教師に Excuse me. の代わりに I’m 
sorry . を使って “I’m sorry for being late, sir.” などと言う











会議の進行役がその数人に対して “Excuse me.” とだけ声
をかけることがある。この Excuse me. には「すみません
（が話すのをやめていただけませんか）」という言外の要求
が込められる。
この Excuse me. のように表面的には丁寧な謝罪のこと
ばでありながら強い要求が込められていることばを本稿で
は［丁寧で強い要求］と呼ぶことにする。
［ex.7］（1）で子供は “Oh, this is fucking great!” という
汚いことばづかいをしている。それを聞いた母親は［ex.7］
（2）で “Excuse me.” と言って子供に注意を与えている。
この Excuse me. には I’m offended by what you say.（あ

















子供：⑴  “Oh, this is fucking great!”
 「ああ，これはすげえな！」
母親：⑵  “Excuse me! ”
 「何ですって！」








て I’m sorry. や Sorry. が使われることがある。この I’m 
sorry. や Sorry. を本稿では［申し出を断る応答］と呼ぶ
ことにする。
Tom の家に来るように誘われた John は［ex.8］（2）で “Oh, 
sorry.” と Tom に言って，その申し出を断っている。この
Sorry. は「パーティーに行いけない」という拒絶の意味が
含まれている点で［申し出を断る応答］になる。
［申し出を断る応答］としては I’m sorry. や Sorry. が使
われ，Excuse me. が使われることはない。［申し出を断る
応答］として正式な I’m sorry. を使えば丁寧で礼儀正しい
応答になり，略式の Sorry. を使えば親しみを込めた気軽
な応答になる。どちらにおいても，謝罪の気持ちだけでな






情心，悲しみ，後悔，失望などを I’m sorry. で表すことが
ある。これらの感情を表す I’m sorry. を本稿では［同情や
悲しみなどの感情表現］と呼ぶことにする。
［ex.8］ Tom と John は親しい友人同士。Tom が John
に友人同士の集まりに来るように誘っていると
ころ。
Tom：⑴  “John, would you like to come over to our 
house tonight? We are going to get together 
with some of our friends.”
 「トム，今晩，うちに来ないか。友達が集まるんだ」
John：⑵  “Oh, sorry . I wish I could, but I have to get 




Cindy の祖母が亡くなったことを知った Cathy が［ex.9］





後悔を込めて相手を強く非難するとき I’m sorry. が使わ
れることがある。この I’m sorry. を本稿では［相手への強
い非難］と呼ぶことにする。
［ex.9］ Cathy と Cindy は親しい友人同士。Cindy の祖
母が亡くなったことを聞いた Cathy が悲しみと
お悔やみの気持ちを Cindy に伝えている。
Cathy： ⑴   “ C i n d y ,  I ’ v e  h e a r d  a b o u t  y o u r 
grandmother. I’m deeply sorry .”
 「シンディー，おばあ様のこと，聞いたわ。お悔
やみ申し上げるわ」




［ex.10］ Kim と Pete は恋人同士。互いに感情的になって
口論しているところ。
Kim：⑴  “I’m sorry I ever met you!”
 「あなたに会わなければよかったわ」
Pete：⑵  “What did you say!”
 「何てことを言うんだ！」
Kim：⑶  “I just told you what I think.”
 「思っていることを言っただけよ」
［ex.10］（1）で Kim は Pete と言い争いになって “I’m 
sorry I ever met you!” と言っている。この I’m sorry. は I 









ることはない。これは Excuse me. に落胆や同情や悲しみ
などの気持ちに合わない客観的で冷静な響きがあるためで
ある。
3. 「もう一度言ってもらえませんか」：I beg your 
pardon?/ Pardon?/ Pardon me?/ Excuse me?/ 
Sorry? と Would you say that again?/ What did 
you say? の比較
（1） I beg your pardon?/ Pardon?/ Pardon me?/ 
Excuse me?/ Sorry? に関して
I beg your pardon? は相手の言ったことが聞き取れずも
う一度同じことを言ってもらおうとするときに使われる。
この場合，I beg your pardon? には次の 3 つの含意される。
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 ② Pardon? と同じニュアンス。アメリカ英語で多く
使われる。
④ Excuse me?
 Could you excuse me, please?（どうか私を許して
くれませんか）」というニュアンス。文末を挙げて





いうニュアンス。④ Excuse me? と同じように丁寧
な響きがあるが，略語であるため④ Excuse me? よ
りもくだけた響きがある。また，Sorry? と同じニュ
アンスでより丁寧な I’m sorry? が使われることもあ
るが，一般には Sorry? の方が多く使われる。




うに，疑問文として語尾を上げて発音される I beg your 
pardon? にも（a）「すみません」という［謝罪］が含まれる。
また，I beg your pardon? は何らかの情報を伝えようと
した相手の発話の直後に使われる。相手のことばに応じる




さらに，I beg your pardon? は他の表現を添えずにその




以上の 3 つの気持ちを合わせると，I beg your pardon?
には「あなたの言うことを聞き取ることが出来ませんで
した。すみませんが，もう一度言ってくれませんか」と





I beg your pardon? の 類 語 に Pardon?/ Pardon me?/ 




の 3 つの気持ちを含めて使われる。したがって，I beg 
your pardon? と同様に謝罪の気持ちを表しながら相手へ
の要求を婉曲的に表すことばになる。
次の［ref.2］に I beg your pardon?/ Pardon?/ Pardon 
me?/ Excuse me?/ Sorry? のニュアンスの違いをまとめ
る。
［ref.2］ 相手の発話を丁寧に聞き返す表現
① I beg your pardon?









ウェイトレス：⑴  “Is everything all right, sir?”
 「お食事はいかがですか，お客さま」
客：⑵  “Pardon? ”
 「何ですか」
ウェイトレス：⑶  “Is everything all right?”
 「お食事はいかがですか」















る。when/ where/ who/ what/ how などの疑問詞から
始まる質問には直接的で相手を問い詰めるようなきつい響
きがあるため，一般に相手が親しい友人や家族でない限り
What was that? や What? を使うことはない。もし What 
was that? や What? を他人に対して使えば，無礼で侮辱的
な話し方をしているように聞こえることにもなる。
例えば，［ex.11］（2）で客がウェイトレスに What? や





なら［ex.11］（2）で What? や What was that? のような
話し方をしないのが一般である。
（2） What did you say?/ Would you say that again?
に関して





Pardon? や Pardon me? などの間接的で控えめな話し方を
する習慣があるためである。また，もう一つには，What 
did you say? や Would you say that again? という話し方
をすれば What was that? や What? などと同じように直接
的できつい話し方をしているように聞こえるためである。






子供：⑴  “Ouch! Fucking chair!”
 「痛い！畜生！」




母親：⑷  “Don’t use such language again! All right?”
 「そんなことばづかいを二度としないで！わかっ
た？」
子供：⑸  “OK, Mum.”
 「はい，お母さん」
［ex.12］（1）で椅子に足をぶつけて痛い思いをした子供
が怒りを込めて “Ouch! Fuck chair!” と言っている。この
fuck は瞬間的な強い感情を表すことばだが，fuck は子供
が使ってはいけない禁句である。そこで［ex.12］（2）で
母親は子供に “What did you say?” と言って，子供にその
ようなことばを使わないように注意している。








you say that again, please?” と言っている。





きがある。さらに，Would you ～ , please?（どうか～し
てくれませんか）という表面的には丁寧な言い方をしてい
るため，皮肉として逆にきつい響きが込められる。
したがって，［ex.13］（2）のような状況では Would you 






What did you say? や Would you say that again? の代わ








第 2 章では 10 の状況において Excuse me./ I’m sorry./ 
Sorry. を比較した。それぞれの状況における Excuse me./ 















上司： ⑵  “Would you say that again, please? How 
















ともある。この場合には Excuse me. にない親しみや主観
的な響きが込められる。








第 3 章 で は I beg your pardon?/ Pardon?/ Pardon 
me?/ Excuse me?/ Sorry? と What did you say? や
Would you say that again? の相違について論じた。





もう一度言ってもらうように頼むときには，I beg your 
pardon?/ Pardon?/ Pardon me?/ Excuse me?/ Sorry? が
使われることが多い。











られるため，What did you say? や Would you say that 
again? よりもさらに感情的で強い言い方になる。
注　　　釈
1） 『日本獣医生命科学大学研究報告』の No.58 から
No.62 に掲載されている「口語英語研究（1）」から「口
語英語研究（5）」を参照。
2） まれではあるが，［他人への呼びかけ］として I’m 
sorry. や Sorry. が使われることもある。例えば，街
中の路上で道路工事作業をしている人に声をかけて
道を尋ねるときなら，“I’m sorry to interrupt you.”
や “Sorry to interrupt you.” などと呼びかけること
がある。このような状況で I’m sorry. や Sorry. が使
われるのは，話し手が声をかけることで相手の行っ
ている作業を中断させてしまうことが明らかなため
である。この場合の I’m sorry. や Sorry. には「お邪
魔して申し訳ありません」という謝罪の気持ちが込
められる。
3） ［ex.2］（1）の Sorry. は親しみや遠慮を込めて使わ
れる Hey. という呼びかけによく似ている。ただし，
Sorry. には Hey. にない謝罪の気持ちが含まれる一
方で，Hey. には Sorry. にない親しい友人に対する
甘えが含まれる。『日本獣医生命科学大学研究報告
No.59』の「口語英語研究（2）」第 2 章（2）「hey
と hi/ hello の比較」を参照。
4） Excuse me. は［他人への呼びかけ］や［事前の軽
い謝罪］として使われることが多い。そのため，
Excuse me. は「迷惑や負担を与える前の謝罪」と
して使われ，I’m sorry. や Sorry. が「迷惑や負担を
与えた後の謝罪」として使われると説明されること
［ref.3］Excuse me. と I’m sorry. と Sorry. の使用の可否
Excuse me. I’m sorry. Sorry.
（1） ［他人への呼びかけ］（⇒［ex.1］） ○ △ △
（2） ［親しい人への呼びかけ］（⇒［ex.2］） △ ○ ○
（3） ［礼儀としての事前の謝罪］（⇒［ex.3］） ○ ○ ○
（4） ［礼儀としての事後の謝罪］（⇒［ex.4］） ○ ○ ○
（5） ［個人的過失に関する軽い謝罪］（⇒［ex.5］） △ ○ ○
（6） ［深い謝罪］（⇒［ex.6］） ○ ○ ―
（7） ［丁寧で強い要求］（⇒［ex.7］） ○ ― ―
（8） ［申し出を断る応答］（⇒［ex.8］） ― ○ ○
（9） ［同情や悲しみなどの感情表現］（⇒［ex.9］） ― ○ ―
（10） ［相手への強い非難］（⇒［ex.10］） ― ○ ―
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もある。しかし，このような説明だけを根拠として
Excuse me. と I’m sorry./ Sorry. を使い分けること
はできるわけではない。なぜなら Excuse me. が「迷
惑や負担を与えた後の謝罪」になることもあれば，
I’m sorry. や Sorry. が「迷惑や負担を与える前の謝
罪」になることもあるからである。例えば，［ex.4］（1）
や［ex.6］（1）のような状況で Excuse me. が使わ
れることがあるが，この場合には Excuse me. が「迷
惑や負担を与えた後の謝罪」になる。また，［ex.2］（1）
のような状況で I’m sorry. や Sorry. が使われること

















beg your pardon?/ Pardon?/ Excuse me?/ Sorry?
は［ex.7］（2） の Excuse me. に 似 て い る。 た だ
し，肯定文である Excuse me. には冷静な響きがあ
り，疑問文である I beg your pardon?/ Pardon?/ 
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